
（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 

平成３１年度 学校自己評価システムシート （ 県立浦和西高等学校 ） 

目 指 す 学 校 像 自主自立の精神を生かして、国際社会に貢献できる人材を育成し、地域に信頼される進学校       
※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        
達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 確かで高度な学力を確立し、第一志望を実現する質の高い授業の実践 

２ 地域に信頼され貢献できる生徒の育成（信頼される人間力の育成） 

３ たくましく健やかな心身の育成  

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者    ５ 名 

    生徒        ２ 名 

    事務局(教職員) １１ 名 

 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

   ※ 重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。 

   ※ 番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。 
         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （ ２ 月 １ 日 現 在 ）  実施日 令和 ２年 ２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

 国公立大学への昨年度
合格者数は、一昨年に比
べ減少はしたものの、こ
こ数年のきめ細かな進路
指導の成果が見られる。
しかし、難関私立大学へ
の現役合格者は、平成 27
年をﾋﾟｰｸに減少傾向であ
る。 
 より高いレベルで生徒
の第一志望を実現するた
めには、質の高い授業の
確立はもちろん、新学習
指導要領の年次進行(令
和 4 年度)に向けての新
たな教育課程の編成及び
ICT 環境の整備と授業の
実践が不可欠である。 

高い志をもって目標を
設定し、最後まで諦める
ことなく第一志望実現に
挑む生徒を育成する。 
 
 
 
 
 

１ 高い志と学力の育成･第一志望の実現 
①組織的な進路指導体制の構築と最新情報の積 
 極的な提供、進路相談や個人面談等によるき 
 め細かな進路指導の実践 
②県指定事業「大学進学指導拠点校」による、 
 教育課程編成及び学習指導、進路指導の研究 
 と改善充実 
 
 

１ 高い志と学力の育成･ 
 第一志望実現の状況 
①国公立大学合格者・難関 
 私立大学合格者の増加 
 (目標：国公立大学合格 
 100 名以上） 
②新教育課程の編成や大学 
 入学共通テストに向けて 
 の取り組み状況 
 

１ 来年度から実施の「大学入学共通テスト」
への影響で、安全志向の傾向が高まっている。 
①国公立大現役合格者数は 11 名→昨年度 15 名 
 名(2/1 現在)。ｾﾝﾀｰ試験は 99%(前年同率)が 
 受験。5(6)教科 7(8)科目受験者は 48%(前年 
  43%)、平均点は前年比文系-13.5・理系-38.3 
  であった。 
②新教育課程については、来年度５月の提出に 
 向け編成中である。共通テストの外部検定導 
 入及び記述式問題の見送りについては、進路 
 指導部を中心に情報収集に努め、生徒・保護 
 者に対し混乱なく対応できた。 

Ｂ 

・「『進化』し続け 
 る西高」に向け、 
 より一層組織的な 
 進路指導体制の構 
 築と、質の高い授 
 業を目指した授業 
 改善に取り組む。 
・「大学入学共通ﾃｽ 
 ﾄ」の今後の動向に 
 注視し、生徒の進 
 路実現に向けての 
 対策を講じる。 
・本校の「目指す学 
 校像」の実現に向 
 け、大学進学指導 
 拠点校と連携し、 
 新学習指導要領の 
 施行に向けた新た 
 な教育課程を編成 
 する。 

 

  

 授業評価アンケートにおける、授業満

足度の高さを見ると達成度は、Ａでもよ

いのではないかと感じる。 

 

全クラスのプロジェクターとスクリーン

の設置など、ＩＣＴを活用した授業の充

実さがうかがえる、今後も積極的に実践

してほしい。 

 

生徒一人ひとりの進路
希望を実現する質の高い
授業の実践と学習環境の
整備を達成する。 

２ 質の高い授業の実践 
①生徒による授業評価ｱﾝｹｰﾄ･ｼﾗﾊﾞｽ･西高 CAN-DO 
 ﾘｽﾄを活用した PDCA ｻｲｸﾙに基づく授業改善 
②「未来『学び』ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」等による授業見 
 学･研究授業･学校間交流･研修会等による授 
 業力の向上 
③ICT や知識構成型ジグソー法などを用いた授 
 業の実践 

２ 授業改善の状況 
①授業満足度 85%以上･西高  
 CAN-DO ﾘｽﾄ達成度 80%以上 
②授業見学・研修会等への 
 参加教員の増加 
③研修会の実施や取組状況 

２ 各研修会等の参加により、各教科での授業 
 改善が進められている。 
①授業満足度 84.8(前年比＋1.1)・西高 CAN-DO 
 ﾘ ｽﾄ達成率 81.0%(前年比＋4.2)と昨年度より 
 それぞれ増加したが、満足度に関しては目標 
 値を下まわった。 
②授業相互見学 249 回(前年比＋4回)。「未来 
 『学び』ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」研究開発員 2名による 
 「知識構成型ｼﾞｸﾞｿｰ法」を活用した研究公開 
 授業及び研究協議会を実施。 
③全ｸﾗｽにﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ並びにｽｸﾘｰﾝを設置、ｼﾞｸﾞｿ 
 ｰ法等協調学習に向けての授業改善を推進。 

Ｂ 

２ 

本校に対する地域から 
の信頼は高まっている
が、少なからず登下校の
ﾏﾅｰについて近隣の方々
からご指摘を受けるケー
スがある。 
これまで以上に信頼を 

高めるためには、生徒･
保護者･学校が一体とな
って、地域や社会に貢献
するとともに、学校情報
を積極的に発信し、本校
の魅力を伝えていく必要
がある。 

情報の発信方法や質の
高い情報を発信し、より
地域に信頼される開かれ
た学校づくりを推進す
る。 
 
 

１ 本校の魅力･取組･生徒の活動の発信 
①学校通信の毎月発行、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ｽﾏｰﾄ連絡帳 
 の随時更新 
②学校説明会の効果的な実施と、部活動見学会 
 の開催 
③PTA･後援会行事の情報発信 
 

１ 情報発信の状況 
①ﾎｰﾑﾍﾟｰｼの更新を月間 20 
 回以上、ｽﾏｰﾄ連絡帳の随 
 時更新。 
②入試倍率: 1.50 倍以上 
③PTA･後援会･地域住民参加 
 者数の増加 
 

１ 様々な情報発信の結果、地域に信頼される 
 学校として認知されつつある。 
①更新回数 274 回：月平均 27 回。ｱｸｾｽ数 35 万 
  件超、またﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのﾘﾆｭｰｱﾙを行った。ｽﾏｰﾄ 
 連絡帳に関しては、緊急時のﾌﾟｯｼｭ配信のみ 
 にとどまった。 
②学校説明会全 5回実施、参加者は 4586 名(前 
 年比＋396 名）。土曜公開授業は全 15 回実 
 施。12 月現在の進路希望状況調査で 1.96 倍 
 と県立高校ではﾄｯﾌﾟの倍率であった。 
③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで、ＰＴＡ・後援会関連行事に関 
 し、14 件掲載した。 

Ａ 

・今年度新たに、選 
 挙事務の高校生ﾎﾞﾗ 
 ﾝﾃｨｱ活動に参加す 
 るなど、社会貢献 
 活動に興味・関心 
 を示す生徒が増え 
 ている。今後も地 
 域との交流活動を 
 積極的に推進し、 
 社会に貢献できる 
 生徒の育成に努め 
 る。 
・登下校・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの 
 使用法・挨拶等、 
 課題となるﾏﾅｰ指導 
 を生徒指導部を中 
 心に全教員共通理 
 解のもと生徒会と 
 の連携も含め実践 
 していく必要があ 
 る。 

 

 小学校交流など、西高生を見ていると

一生懸命で何事にも全力な生徒が多いと

感じる。今後も、社会に貢献する人材育

成に努めてもらいたい。 

 

 ＰＴＡの取組や講演会等の行事に関し

ての情報発信を、もっと積極的に行って

いきたい。 

 

 斜面林保全活動に参加してくれた生徒

がおり、非常にうれしく感じた。より一

層斜面林の活動に参加してほしい。 

自ら率先して地域との 
交流や社会貢献活動に 
取り組むことができる 
生徒を育成する。 

２ 地域との交流活動･社会貢献活動の拡充 
①小学校･中学校･高校･特別支援学校等との連 
 携した交流活動の実施 
②地域との交流活動(斜面林友の会･地元自治会 
等)や社会貢献活動(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ等)への参加促進 

③生徒会と生徒指導部との連携による、マナー 
 指導の徹底 

２ 社会貢献活動等の状況 
①小学校交流等の参加者数 
 の増加 
②交流活動等への参加者数 
 の増加 
③生徒会とﾀｲｱｯﾌﾟしたﾏﾅｰ指 
 導の取組状況 

２ 地域社会への貢献について、生徒の意識は 
 高まっている。 
①小学校交流は、28 名の生徒が参加。中学校出 
 張授業には、教員 9名参加。 
②ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動・交流活動に約 1500 名参 
 加。 
③今年度は、風紀委員会において生徒指導部と 
 の連携によるマナー指導の実施を検討。次年 
 度に向けて再度検討予定である。 

Ａ 

３ 

「自主自立」の精神の
下、節度ある学校生活を
実践している。 
今後より一層、ﾘｰﾀﾞｰ

としての資質を向上させ
るためには、自ら考え行
動できる生徒を育成する
必要がある。 

 部活動や生徒会活動に
積極的に参加し、学習面 
･生活面で自己管理する
能力を持ち、「西高力」
（自ら考え、課題を発見
し、その課題を解決する
力）を育成する。 

１ 自己管理能力の育成 
①朝学習･家庭学習の奨励･支援 
②部活動･生徒会活動･学校行事の充実 
③自己管理能力(目標･時間･生活)の育成 
 
 
 

１ 自己管理能力の状況 
①授業以外の自主的学習時 
 間の増加  
②部活動加入率:95%以上 
 生徒会活動･学校行事: 
執行部参加生徒数の増加 

③年間遅刻者数の減少 

１ 自己管理できる生徒が確実に増加。 
 ①朝学習は全生徒に浸透。家庭学習について 
   は、より一層の定着が必要である。 
 ②部活動加入率は、95%(兼部含)。生徒会活動 
   は、前・後期ともに円滑に実施。学校行事 
   も生徒主体で運営、「自主自立」に向け成 
  果を挙げている。 
③1月末までの遅刻数は、924 回とここ数年増 
 加傾向である。（昨年同時期 837 回) 

Ｂ 

・今年度 12 月に、長 
 期休業期間以外で 
 は県内初となる 
 米国ﾎﾞｽﾄﾝへの海外 
 研修に、1・2年生 
 の希望者 23 名を 
 10 日間派遣。今後 
 も、より充実した 
 研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを構築 
 し継続していく。 

 

 遅刻数が増加傾向という報告があった

が、以前に比べれば、格段に少ない状況

であり、先生方の努力がうかがえる。 

 

 50ｍという県下でも貴重なプールであ

り、また防災上の観点からも改修される

よう期待したい。 

 

 国際交流の取組については、今年度か

ら実施したボストン研修も含め、非常に

充実してきている。生徒にとっても良い

刺激となっているので、今後とも継続し

ていってもらいたい。また、発表の場と

して、文化祭でのブースによる報告など

積極的に行ってもらいたい。 

 国際社会で貢献・活躍
できるﾘｰﾀ ﾞ ｰを育成す
る。 

２ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ(異文化理解)教育の推進 
①ｵｰｽﾄﾗﾘｱ研修及び受入による交流 
②留学生の受入、海外派遣事業への参加 
③「ｵﾘ・ﾊﾟﾗ教育実施校」での、ｵﾘ・ﾊﾟﾗに向け 
 ての機運醸成 

２ 推進の状況 
①応募数及び交流会等の参 
 加者数の増加 
②海外派遣･異文化交流への 
 応募･参加生徒数の増加 
③ｵﾘ・ﾊﾟﾗ教育の取組状況 

２ 海外での文化交流を希望する生徒が増加傾向 
 である。 
 ①ｵｰｽﾄﾗﾘｱ研修に応募者数 31 名、21 名派遣。 
 ②現在、ｱﾒﾘｶ、ｽｲｽ、ｲﾀﾘｱから 3名本校に留学 
   中。民間団体海外交流ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに 1 名参加。ｻｯ 
  ｶｰﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ国際交流事業として、本校に海外 
  招待ﾁｰﾑが来校予定（3月）。 
 ③「『あすﾁｬﾚ！ｽｸｰﾙ』車椅子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ選手と 
  のﾊﾟﾗｽﾎﾟｰﾂ体験・講話を 1学年で実施。 

Ａ 



（別紙様式）                                                                             （Ａ３判横） 
 


